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＜南縦走路合流点＞

ものは、水ではないでしょうか。

最近山間地域の開発が進んできており

憂慮している。私は水源地域こそは聖域と

して手をつけずに残しておくべきものだ

と考えている。その水源の最たるものは白

山である。

昭和 43 年に金沢大学に入学し、先輩の

勧めで白山診療班に加わった。夏休みの

10 日間を白山室堂に入り、急病人や軽い

けがの応急手当をして過ごしていた。医師

の資格もないのに当時は誰も何も言わず、

おおらかに見過ごしていてもらっていた。 
室堂で忙しいのは 7 月の終わりから 8

月初めの時期のみで、1000 人ほどが宿泊

していたが、それ以外の時期は登山客も少

なくゆったりと自然に身を任せて時間を

過ごすことができた。しかし繁忙期に

1000 人もの登山者が宿泊すると、さすが

に水の汚染が生じ、弥陀ヶ原の下の水源に

大腸菌が検出されていた。

 昨今、観光登山が勧誘され、多くの登山

客を誘致しようと宿泊施設を拡大し、あろ

うことか水浴シャワーの設備まで新設し

ている。自然はあるだけ潤沢に消費してよ

い資源ではありません。一度壊すと再生に

は気の遠くなる時間が必要となります。も

っと気を配って大切に護ってほしい。利益

誘導の営業に知恵を絞るのではなく、自然

自身が再生維持可能な程度の負担はどれ

くらいまでが許容されるのか。予備能力を

十分残すことを考えてやらなければいけ

ないのではないでしょうか。

美しい自然を壊さずに維持し、楽しむに

はどうすべきか、みんなで考えましょう。 

テガタチドリ

 白山では群生で見ることが少ないこ

の花は、立山室堂山荘近くに何本か固

まりとなって見事だった。富士山では、

宝永火口周辺草地で偶然見つけた。

 絵の花のアップで示すように、花の

形が鳥が飛んでいるようで、そこから

千鳥と名が付いた。花の後ろは尻尾の

ように長く伸びる。根は手のひら状に

見えることからテガタとなった。

 高山性のランは優美で繊細。この花

の仲間にハクサンチドリがあり、白山

では時に見つける程度。

絵と文 金栄 健介氏

※この原稿は２０１２年８月２０日に

北陸中日新聞(朝刊)に掲載されたも

のを、著者及び北陸中日新聞の許可

のもと転載しています。

金栄健介氏におかれては、去る 7 月

1３日に８０歳で故人となられまし

た。心よりお悔やみ申し上げます。な

お、巻頭の絵については、ご遺族のご

了解のもと今後とも使用させて頂くこ

ととなりました。
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     新理事に就任して      
              井澤 厚 
 
 私が「白山の自然を考える会」と関わり

を持ったのは、17 年前になります。当会

と富士ゼロックス端数倶楽部が合同の自

然観察会を開催し参加する機会があった

からです。 
当時、全国の名山登山に夢中で「白山」

の名前を聞いて、居てもたってもいられず

、参加申し込みをしました。当時の事務局

長高橋外男さんが熱心に白山山麓の自然

の大切さ、保護の重要性を力説しながら案

内してくれたのを今でも鮮明に覚えてい

ます。 
その縁で早速会員になり、年一回の総会

に参加するように心がけ今に至ります。当

時は、全国で大規模林道造成が問題になり

、端数倶楽部の仲間と各地に出かけた記憶

があります。西日本では広島県の十方山林

道(細見谷渓畔林道)、東北では岩手県の早

池峰山山麓を走る早池峰林道、特に東北地

方が手つかずになっていたこともあって、

あちこちに林道開発がすすめられていま

した。 
全国で開催される大規模林道問題集会

に仲間たちと出かけ各地の自然保護団体

と交流を持ちました。地域振興や利便性を

うたい文句に続々とスーパー林道が作ら

れました。東北地方では年間の半分は降雪

で閉鎖され、雪解け後は雪崩や湧水で林道

が破壊され、手直しをしなければならいと

地元の人の嘆きを耳にしました。 
 
白山の自然を考える会と富士ゼロック

ス端数倶楽部との出会いも同じであった

と聞いています。富士ゼロックスの仲間の

一人が、白山登山の帰りにビラ配りをして

いた白山の自然を考える会の会員の方と

出会い、少しでも力になれないかと交流会

を企画し、その後の支援へとつながってい

きました。 
地方で草の根活動をする団体を支援す

るのが端数倶楽部の基本的考え方です。ち

ょっとしたきっかけで、出会いが生まれ活

動の後押しが出来ることは素晴らしいこ

とだと考えています。 
 
 

 これからも、「白山の自然を考える会」

と「富士ゼロックス端数倶楽部」との橋渡

し役として、活動していきたいと考えてお

ります。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

事務局短信 
 
5 月 6 日（金） 会報発送・運営会議 
              ７名 
  15 日（日）生物部会（吉次山） 
              ５名 
6 月 3 日（金） 運営会議   ６名 
6 月 11 日（土）外来植物対策 27 名 
6 月 12 日（日） トラスト山調査と 

作業参加  ５名 
6 月 19 日（日）避難小屋ブラシ取付 

 ２名 
6 月 26 日（日）チブリ尾根下草刈り 

 30 名 
7 月 1 日（金） 運営会議  ８名 
7 月 24 日（日） トラスト山作業４名 
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トラスト日記⑰ 

    「炭焼き窯跡」 
垣本 哲夫 

 
2016 年６月１２日（日）今年初めての 

トラスト現地作業に入る。当会が当地を入

手し６年目になります。 

改めまして当地の様子ですが、面積はざ

っと 4.5ha。うち植林による杉がざっと６

割を占め、あとの４割は落葉広葉樹となっ

ております。 

 西側と東側に沢がありますが、東のそれ

は涸れて西側のは僅かに流れがあります。 

将来を見越し３年前６割を占める杉を４

割～５割見当で間伐をしました。杉と広葉

樹の混交林になる事を願っての作業でし

たが私達はそれを観る事はないでしょう

ね。炭焼き窯跡が２基あり今回の作業でこ

の窯跡を繋ぐ道を開伐をしました。今後は

「西窯跡」と「東窯跡」と呼ぶ事にします。 

両窯跡間はざっと２００ｍでこの様な至

近距離で窯を造り炭を作っていたという

ことはこの周辺は豊かな落葉広葉樹が広

がっていたのでしょうね。因みに現在の落

葉広葉樹林は二次林と言うことになりま

す。中には（多分何らかの訳で伐採されず

残った）ヤマナラシの大木もあります

が、、、。化石燃料時代前はここで焼かれ

た炭が燃料の主体を占め消費地に運ばれ

かつてはこの窯（跡）が消費地と繋がって

いたことを今この窯跡を見るにつけ思い

起こさせてくれます。 

林全体ではこんなところですが毎回の

作業の継続としては林間道の整備（新たな

開伐も含む）・植生調査・境界線の管理等

です。作業は５名で行いました。２名は主

として植生調査（調査の詳細は又の機会に

でも）３名で林間道の開伐並びに林間道の

整備です。 

 実施した間伐で陽が多く入った結果な

のかササユリが年々増加の傾向にありま

す。今回も目を移す度に見ることができま

した。一度林の中を彷徨ってササユリ探し

もいかがですか、、、 

 熊による「杉の甘皮剥ぎ」も観られまし

た。林業を生業としていれば大損害ですが

ね。ナメコ狩りを楽しませてくれたミズナ

ラはもう幹だけになりそれも段々土に還

ろうとしております。替わってその周りの

若木が初夏の空に枝を伸ばしています。 

このように自然の大きな営みを感じるこ

とができるこのトラスト林を今後とも大

切にしたいと自然の恵みに感謝しながら

作業を終えた次第です。 

 
７月２４日（日）再びトラスト現地作

業だ。前回よりも緑が一層濃くなっている。 

ノギランは実をたわわに付けササユリは

その名の様にササと見分けがつきにくく、

あの可憐な花の時とは打って変わって周

りの草達の中に溶け込んでいる。リョウブ

の花は今真っ盛りアクシバの花は初めて

目にしましたが何とも可愛らしい花です。

この様に夏の林に入ると普段あまり目に

する事のない花を楽しむ事ができるのも

この時期ならではのものです。でも、、、

一寸あついなーーーということになりま

すか。 

今回は予定していた「東窯跡」から東境

界線まで歩道を開伐延伸（約５０ｍ）しま

した。これにより「西窯跡」と「東窯跡」

を経由して東境界線まで繋がった横断す

る歩道となりました。皆さん林の中の楽し 

みが増えましたよ。それから「西窯跡」の

整備を行った。先ず長年堆積した落ち葉の

除去。これはふわふわと難なく出来たので

すが、その下から現れたのが夥しい根っこ

です。これが栄養たっぷりな腐葉土にびっ

しりと絡まってこれとの格闘、鍬を打ち込

んでもこの根っこに取られて思いのほか

の２時間余りの悪戦苦闘でした。この層を

約２０ｃｍ掘り下げたところで終了とし

ました。今後まだ手を加える必要がありま

す。 

今後この場所を一寸した休憩場所にしよ

うと思っています。 

今回４名の参加でした。参加された方々

お疲れ様でした。 



出かけてみませんか出かけてみませんか出かけてみませんか

上記２葉は、会員の山岸久子様より頂い

たものです

 

 




